
１. 表彰対象

以下の事例（過去１年間の実績に限らない。）について、顕著な功績があったと認めら

れる個人または団体に対して表彰します。 

表彰対象 

１ 宇宙に関連し、商品・サービスを提供し、宇宙の利用拡大に成果を上げた個

人または団体 

２ 宇宙に関連し、今後の宇宙利用の拡大に成果が期待できる独創的な宇宙利用

の方法の考案等を行った個人または団体 

３ 中小企業、大学等で、宇宙に関連し、優れた技術を保有し、我が国の宇宙産

業の発展に貢献している個人または団体 

４ 宇宙に関連し、優れた研究開発や知の創出を行い、宇宙の開発利用に貢献し

ている個人または団体 

５ 宇宙に関連し、教育、広報や地域のまちづくり等において、宇宙の開発利用

に貢献している個人または団体 

６ 宇宙に関連し、宇宙安全保障や防災・減災、国土強靱化、地球規模的課題等、

国民の安心・安全や社会の課題解決等につながるものにおいて、宇宙の開発

利用に貢献している個人または団体 

２. 審査方法

（１）審査方法

関係府省等による予備選考を経た後、有識者で構成される選考委員会による選考を経て、

受賞者の選出を行いました。 
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青木 英剛 一般社団法人 Space Port Japan 共同創業者/理事 

宇宙エバンジェリスト 

秋山 文野  サイエンスライター（宇宙開発分野）
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